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新新語

十番勝負

　好きな人と携帯でメールをやりとりすること。また、その相手に自分の思いを伝えようとするこ
と。携帯のメールでのやりとりを重ねるうちに、いつしか恋愛関係に発展すること。携帯電話の出
会い系サイトなどを通して、メールなどで簡単に告白し、つきあうこと。アナログ人間にとっては
「指恋は真実の恋ではない」でしょうか。

指　恋

共 済 コ ー ナ ー
　

自
治
労
連
共
済
は
、
掛
金

の
７
割
を
給
付
と
個
人
還
元

に
あ
て
る
こ
と
を
基
本
に
運

営
し
て
い
ま
す
。
還
元
対
象

期
間
は
２
０
１
０
年
６
月
〜

２
０
１
１
年
５
月
で
す
。

　

決
算
の
結
果
、
剰
余
金
が

出
た
場
合
は
、
①
個
人
還
元

金
②
特
別
積
立
金
③
次
期
繰

越
金
の
内
容
で
「
剰
余
金
処

分
基
準
」
に
し
た
が
っ
て
処

分
さ
れ
ま
す
が
、
２
０
１
０

年
度
決
算
（
自
治
労
連
第
33
回

定
期
大
会
承
認
）
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
火

災
見
舞
金
・
セ
ッ
ト
共
済
・

組
織
共
済
の
給
付
金
の
支
払

総
額
が
20
億
円
に
お
よ
ぶ
こ

と
か
ら
、
剰
余
金
は
発
生
し

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
に
限
っ
て
「
個
人

還
元
金
」
を
実
施
で
き
な
い

結
果
を
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

　

来
年
度
の
個
人
還
元
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
大
震
災
の

支
払
は
特
別
積
立
金
な
ど
で

す
で
に
完
了
す
る
こ
と
か

ら
、
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

自治労連都市職部会・町村職部会

秋の全国交流集会

お
知
ら
せ

「
個
人
還
元
金
」

に
つ
い
て　
　

■
職
場
の
運
動
会
が
終
わ
り
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。
次
は
孫
の
運
動
会
が
楽
し
み
で
す
。 

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

■
原
発
も
核
兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が

不
安
で
す
。

 

松
原　

竜
子
（
堺
市
職
労
）

■
「
名
詞
・
名
歌
・
名
語
録
」
を
読
ん
で
い

つ
も
感
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
さ
れ
た

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
自
然
は

自
己
の
法
則
を
破
ら
な
い
」。
確
か
に
自
然

は
裏
切
り
ま
せ
ん
。
四
季
は
め
ぐ
り
ま
す
。

人
間
だ
け
が
科
学
技
術
と
い
う
得
体
の
知
れ

な
い
力
を
も
っ
て
、
自
然
の
摂
理
を
裏
切
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。　

 

峰　

朋
子
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
や
っ
と
涼
し
い
秋
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
夏
や
せ
も
せ
ず
、
ま
た
ま
た
、
み
の
り

の
秋
、
食
欲
の
秋
…
。
あ
と
が
怖
い
で
す
。

 

村
口　

ミ
ヨ
子
（
枚
方
市
職
労
）

■
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
で
、
安
否
が
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
陸

前
高
田
市
の
仲
間
に
再
会
し
、
対
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
は
、
最
後
ま
で
力
一

杯
奮
闘
し
、
つ
い
に
３
連
覇
。
大
き
な
拍
手

と
涙
で
感
動
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

林　

久
雄
（
吹
田
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　同居者全員が仕事に出かけるために、高齢者が昼間だけ独居状態になること。高齢者の日中独居
は、病気などで倒れた場合に対応の遅れや悪徳商法などの被害にあう可能性も高くなります。この
ような高齢者の中には、介護保険制度の要介護・要支援認定を受けている人も少なくないのに、生
活援助サービスが一切認められない地域もあり、それが問題になっています。

日中独居

タ
テ
の
カ
ギ

❶
意
地
で
も
○
○
で
も
動
か
な
い

❷
77
歳
の
祝
い

❸
団
体
員
と
し
て
の
規
約
を
冒
し
○
○

○
○
処
分
と
な
っ
た

❹
○
○
に
５
万
を
越
す
大
観
衆

❺
寛
政
・
享
保
・
天
保
の
○
○
○
○

❻
身
分
の
高
い
人
の
た
め
の
席

❽
民
族
運
動
に
○
○
を
発
す
る
紛
争

10
自
分
ひ
と
り
。
○
○
○
に
行
う
。
○

○
○
性

11
値
引
き
を
○
○
○
○
○
す
る
。
団
体

○
○
○
○
○

13
大
音
響
で
耳
の
○
○
○
が
破
れ
た

16
○
○
○
○
で
笑
う
＝
小
馬
鹿
に
し
て

笑
う

18
食
後
ス
グ
横
に
な
る
と
牛
に
な
る
、

の
類

20
レ
ン
ジ
で
○
○
す
る

22
万
札
等
に
は
○
○
○
が
入
っ
て
い
る

24
さ
び
れ
ゆ
く
○
○
の
村

25
打
率
３
割
３
分
３
○
○

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
緒
方
洪
庵
の
開
い
た
塾
の
別
称

❺
桃
栗
３
年
○
○
８
年

❼
古
い
城

❽
特
急
の
通
過
を
○
○
○
す
る

❾
将
来
の
○
○
を
語
る

10
敏
感
の
対

12
○
○
○
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並

14
な
く
て
も
７
つ
あ
る
と
言
う

15
左
派
の
対

17
冗
談
ひ
と
つ
言
わ
ず
○
○
○
一
徹

19
メ
ン
マ
に
同
じ

21
次
期
大
臣
の
○
○
を
狙
う

23
赤
字
回
避
に
苦
慮
し
た
○
○
○
編
成

24
こ
れ
で
君
と
の
○
○
○
○
は
帳
消
し

だ
26
乾
期
の
対

27
プ
ラ
イ
ド
。
○
○
○
○
○
が
傷
つ
け

ら
れ
る

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
11
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
１

年
12
月
号
の
紙
面
に
掲
載

８
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
８
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
カ
イ
ス
イ
ヨ

ク
」で
し
た
。
各
職
場
か
ら
12
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
石
王
丸
弘
（
八
尾
市
職
労
）
▼
佃
憲

一
（
高
石
市
職
労
）
▼
橋
本
仁
子
（
東

大
阪
市
職
労
）
▼
岡
田
敏
男
（
府
職

労
）
▼
高
津
慶
子
（
枚
方
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：野田総理は、こう言ってますが…

８月号の解答
「カイスイヨク」

公
務
員
制
度
改
悪
と
地
域
主
権
改
革
の

公
務
員
制
度
改
悪
と
地
域
主
権
改
革
の

ネ
ラ
イ
と
問
題
点
を
学
ぶ

ネ
ラ
イ
と
問
題
点
を
学
ぶ

高
石
市
職
員
労
働
組
合　

執
行
委
員
長

高
石
市
職
員
労
働
組
合　

執
行
委
員
長　
　

堀
川　

和
貴

　
　

堀
川　

和
貴

　10月１日・２日、自治労連都市職部会・町村職部会が合同
で、秋の全国交流集会を秋田市で開催しました。集会に参加し
た高石市職労の堀川委員長の感想を紹介します。

　

初
日
は
、
専
修
大
学
の
晴
山
一
穂
教

授
の
講
演
「
公
務
員
制
度
改
悪
の
ネ
ラ

イ
と
問
題
点
」
を
聴
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
現
在
の
公
務
員
制
度
が

公
務
員
、
私
た
ち
で
い
え
ば
「
自
治
体

労
働
者
」
が
住
民
の
生
活
に
責
任
を
持

つ
た
め
の
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
と
り
わ
け
認
識
を
新
た
に
し
た
こ

と
は
、
最
近
で
は
賃
金
・
労
働
条
件
改

悪
の
装
置
と
化
し
て
い
る
人
事
院
勧
告

を
行
う
人
事
院
が
公
務
員
を
守
る
と
い

う
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
行
制
度
が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
講
演
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
日
本
大
学
の
永
山
利
和
先

生
の
講
演
「
地
域
主
権
改
革
の
ネ
ラ
イ

と
問
題
点
」
を
聴
き
ま
し
た
。

　

新
自
由
主
義
経
済
の
本
質
を
分
か
り

や
す
く
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
業
の
自
由
な
競
争
の
た
め
に
障
害
と

な
る
規
制
は
徹
底
的
に
排
除
し
、
競
争

で
勝
っ
た
強
者
の
み
が
果
実
を
受
け
取

る
と
い
う
経
済
理
論
で
、
こ
れ
を
忠
実

に
実
践
し
て
い
る
日
本
は
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
永
山
先
生
個
人
の
「
私

見
」
と
前
置
き
し
た
上
で
の
お
話
で
し

た
が
、
資
本
主
義
経
済
を
維
持
・
強
化

・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
秘
密
結
社
モ
ン

ペ
ル
ラ
ン
協
会
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
本

部
が
あ
る
と
か
）
の
存
在
に
つ
い
て
は

驚
き
を
も
っ
て
聴
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
陸
前
高
田
市
の
仲
間
、
大

槌
町
の
仲
間
か
ら
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
取
り
組
み
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
震
災
と
津
波
に
よ
る
被
害

の
壮
絶
さ
に
は
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
地
域
住
民
の

た
め
に
頑
張
る
姿
を
見
て
、
地
方
自
治

を
担
う
公
務
職
場
の
充
実
、
公
務
労
働

者
の
生
活
保
障
は
絶
対
に
必
要
と
思
い

ま
し
た
。

ジコク タイカイ
シユウハ キンク
ユウ ルス シジ
ウ シバイゴヤ
リンシヨウ キ

イカ ヨウ シユ
ワケメ ビシヨウ
レイカン サクイ
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